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「Project Alga が始動！！！」※Alga= 藻類「Project Alga が始動！！！」※Alga= 藻類

　園芸科１年生による新たな挑戦開始！現在３年生が行っている
ロート製薬との共同研究に、１年生４名（西中出身２名・本島出身
１名・離島留学生１名）が集結しました。ロート製薬の指導のもと、
微細藻類の研究という新テーマに挑み、初日から作戦会議で方向
性を議論。再来年の農業クラブ全国大会（FFJ）制覇を目指し、久米
島各地での藻の採取や実験を重ね、地域への還元を目指します。
　研究を共に盛り上げる仲間も募集中です！
≪メンバー紹介≫
研究主任：山崎南月(伊良波中出身)　記録主任：備瀬福(西中出身)　広報主任：新垣美奈(西中出身)　班長：山田
心梧(真美ヶ丘中出身)
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#仲間募集

第 3回ハタラクミライトーク第 3回ハタラクミライトーク
　6月から定期的に行っているハタラクミライトークも3回目となりました。
今回のゲストは旅するインフルエンサーとして活動しているユイカさん。
　社内広報としてSNSで活躍の場を広げ、今まで数多くの挑戦と失敗を繰り返

してきた経験から、「破壊と創造」をテーマに高校生9名と交流しました。いろんな価値観をもった大人と触れ合う
ことで自身の価値観をアップデートしていく機会をつくっていけるよう、第4回以降も継続して行っていきます。

公営塾公営塾

♯旅するインフルエンサー 

今年も産業まつりに出店します！今年も産業まつりに出店します！
　毎年、漁協の皆さんと協力して地域の産業まつりに出店しています。今年は
12月7日（日）に、新鮮な海の幸を活かしたジューシーとオリジナルメニューを
販売予定。寮生たちはメニュー内容や味付け、役割分担、呼び込み方法を話し合
い、仕込み練習を重ねています。「美味しい」と笑顔になってもらえるよう準備中

です。当日は漁協の経験と寮生の若い力を合わせ、温かく活気ある出店を目指します。ぜひ会場で漁協×じん
ぶん館の料理をお楽しみください！

じんぶん館じんぶん館

#産業まつり

球美中・西中合同進路ワークショップを行いました！球美中・西中合同進路ワークショップを行いました！
　久米高在校生が中学生に高校生活のリアルを伝えるイベントを初開催しま
した。朗らかな雰囲気の中にも真剣に話を聞く姿が印象的で、中学生からは進
路や勉強、寮生活など積極的な質問もありました。先輩の体験談を通して久米高の雰囲気を具体的に感じ、
離島留学生からは「なぜ久米高を選んだのか」や島の魅力も紹介。中学生にとって進路や目標を考える貴重
な機会となりました。今回の経験を糧に、一人ひとりが夢に向かって歩んでいってほしいです。
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#中高連携
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教育委員会だより久米島町立学校等適正規模・適正配置検討審議会開催

子どもの学びを応援する支援体制

　9 月 3 日（水）久米島町立学校等適正規模・適正配置検討審議会の
第 1回検討審議会を開催しました。
　有識者委員をはじめ、PTA 役員、区長会、保育園長など、さまざま
な立場の12名の方に委嘱状を交付し、委員に就任していただきました。
さらに、諮問にあたり答申を出していただくための前提知識として、
町の人口及び子どもの数の推移など現状について説明しました。
　審議会資料はこちら町公式ホームページでご覧いただけます。
URL https://www.town.kumejima.okinawa.jp/docs/2025110600054

検討審議会の様子

第１回　特別支援教育支援
　一人一人の学びを大切にする学校づくりを目指して、町では小中学校に基礎学力向上に向けた学
習サポートや、特別支援教育を支える支援員を配置しています（沖縄振興特別推進交付金を活用）。
今回は、特別支援教育支援員の取組を紹介します。
　町では平成 26 年度より各学校より申請のあった支援対象児童生徒数を参考に特別支援教育支援
員を配置しています。特別支援教室の児童生徒だけでなく、通常学級に在籍していても特別に支援
を要すると学校が判断した場合も支援の対象としています。ただし、人数が限られているため学校
からの申請者数や対象児童生徒の特性を精査し、支援員の人数を決定しています。令和 7年 10 月
31日現在、小学校 10名、中学校に 2名配置しています。

 （1）基本的生活習慣確立のための日常生活
の介助
•身の回りの整理・整頓における支援
•給食の場面における支援
•衣服の着脱における支援

（2）学習の場面において困り感をもってい
る児童生徒の支援
•教室にいられず出て行ってしまった
 児童生徒の安全確保と居場所の確認
•姿勢が崩れてしまった児童生徒への声掛け
•授業の流れについていけない児童生徒への 
　支援
•聴くことに困難を抱えている児童生徒への
　支援

（3）学習活動や教室移動などにおける介助
や支援
•特別教室や体育館、運動場への移動支援
•集団にはいられない児童生徒への寄り添い
•制作や調理、自由遊びなどの補助

（4）健康や安全確保のための支援
•体育や理科、図工、美術、技術家庭など実
　技を伴う授業場面での支援による安全面
　の確保
•担任などが教室を離れている場面において
　体調不良を訴えた児童生徒への介助
•担任などが教室を離れている場面における
　児童生徒同士のトラブルの防止・安全確保

　小中学校において、校長や教頭、特別支援教育コーディネーター、学級担任、教科担任と連携を
図りながら学校のさまざまな場面で、児童生徒一人一人のニーズに応じた支援を行います。
　特に、担任などの目や手が届きにくい部分を把握しながら、児童生徒への支援を充実させるのが
特別支援教育支援員の役割です。主な役割としては以下のとおりです。その中で、日常生活の介助
や安全確保、発達障害等を持つ児童生徒への支援を優先しています

特別支援教育支援員の役割 
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